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私
た
ち
の
ま
ち
上
京
区
は
、
歴
史

に
育
ま
れ
た
文
化
と
伝
統
が
暮
ら
し

の
中
に
息
づ
く
成
熟
し
た
ま
ち
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
、
世
代
を
超
え

た
新
し
い
課
題
を
考
え
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

上
京
区
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
私
に
は
ひ
と

つ
の
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
自
治
・
福
祉
・
防
災
の
三
位
一
体
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
め
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
誇

り
に
思
い
、
地
域
を
愛
す
る
心
が
必

要
で
す
。
上
京
区
は
世
界
に
誇
る
文

化
と
歴
史
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
暮
ら
す
区
民
の
方
々
が
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
、
文
化
、
生
活
に

愛
着
を
持
ち
、
と
な
り
近
所
で
声
を

か
け
あ
い
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
文
化
と
伝
統
の
支
え
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
よ
う
」、「
お
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
見
守
ろ
う
」な
ど
、

た
く
さ
ん
の
交
流
と
支
え
合
い
が
、

上
京
区
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
記

念
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
も
っ
と
上

京
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

上
京
区
民
が
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
世
代
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
上
京
区
を
愛
す
る
人
々
の
地
域

に
蒔
か
れ
た
夢
と
な
っ
て
、「
上
京

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
な
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
な
」
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

上
京
区
文
化
振
興
会
と
し
ま
し
て
は
、
上
京
区

一
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
開
催
に
当
た
り
、
当
会

の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
そ
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
十
五
回
目
を
数
え
る
上
京
薪
能
、
そ
し
て

春
と
秋
の
上
京
茶
会
、
さ
ら
に
は
、
上
京
区
の
音

楽
家
た
ち
に
よ
る
記
念
音
楽
会
の
開
催
等
を
通
じ

て
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
に
貢
献
で
き
た
も
の
と

自
負
し
て
い
る
次
第
で
す
。
さ
ら
に
、「
上
京

－

史
蹟
と
文
化
」
を
一
三
〇
周
年
記
念
号
と
し
て
発

行
し
、
と
り
わ
け
、
本
号
に
お
き
ま
し
て
は
上
京

区
在
住
の
書
作
家
、
吉
川
蕉
仙
先
生
に
本
冊
子
の

表
紙
の
題
字
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快
く

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
「
上
京

－

史
蹟
と
文
化
」
を
一
層
格
調
高
い
も
の
と
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
号
に
お
い
て
は
、
十
年
後
に
も
こ
の
一
年
間

の
足
跡
を
残
す
べ
く
、
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
を

振
り
返
る
特
集
記
事
を
掲
載
し
、
特
別
保
存
版
と

し
て
後
世
に
残
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
成
か
ら
五
〇
年
余
の
歴
史
を
有
す
る
上
京
区

文
化
振
興
会
で
は
、
今
後
も
本
誌
の
発
行
を
は
じ

め
と
す
る
文
化
的
な
事
業
を
通
じ
て
、
上
京
区
の

文
化
振
興
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
三
月
十
四
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

か
ら
始
ま
っ
た
上
京
区
一
三
〇
周
年
を
祝
う
記
念

事
業
に
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
御
参
加
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、こ
の
一
年
間
の
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
、

上
京
が
も
つ
素
晴
ら
し
い
文
化
力
や
地
域
力
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
上

京
の
歴
史
と
伝
統
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
未
来

に
向
け
て
守
り
伝
え
る
べ
き
も
の
は
何
か
を
考
え

る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
、
区
民
の
皆
様
の
思
い
を
、
一
三
〇
周

年
の
記
念
事
業
に
位
置
付
け
て
い
る
次
期
上
京
区

基
本
計
画
の
策
定
や
新
総
合
庁
舎
の
基
本
計
画
、

基
本
設
計
の
事
業
に
生
か
し
、
区
民
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
貴
重
な
御
意
見
や
御
提
案
を
も
と
に

し
な
が
ら
、
上
京
区
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

区
制
一
三
〇
周
年
を
契
機
と
し
て
、
次
の
十
年

を
見
据
え
た
様
々
な
取
組
を
行
い
、
上
京
区
の
更

な
る
発
展
に
向
け
て
区
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

委
員
長

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

地
域
を
愛
す
る
心

上
京
区
一
三
〇
周
年
と
上
京
の

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

上
京
区
長　

北
條
和
仁

上
京
区
の
伝
統
文
化
の
継
承
と

さ
ら
な
る
文
化
の
普
及
、
向
上
を
願
っ
て

上
京
区
文
化
振
興
会
会
長　

小
谷
一
之

髙
瀨
博
章

上
京
区
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　

●表紙の題字　吉川蕉仙先生
　上京区 130 周年を記念して、本誌表紙の題字を上京区在住の書家 吉

よし

川
かわ

蕉
しょう

仙
せん

先生にお願いし、揮
き

毫
ごう

していただきま
した。先生は京都学芸大学（現京都教育大）卒、学生時代より日展に入選入賞を重ねられ、平成 19 年には内閣総理
大臣賞を受賞されました。
　現在は京都橘大学名誉教授、日展評議員、京都書作家協会顧問等を務められ、活躍されています。
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
三
月
十
四
日
、
金
剛
能
楽
堂
）

　

生
田
流
宮
城
社
麗
調
会
に
よ
る
筝
曲
演
奏
に
は
じ
ま
り
、
髙
瀨
実
行

委
員
長
、
北
條
上
京
区
長
、
門
川
京
都
市
長
の
挨
拶
の
後
、
冷
泉
貴

実
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
と
茂
山
千
五
郎
師
に
よ
る
記
念
狂
言
「
那な

須す
の

語か
た
り

」
の
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鏡
割
り
や
振
る
舞
い
酒
も
あ
り
、

一
三
〇
周
年
の
幕
開
け
を
多
く
の
区
民
が
祝
い
ま
し
た
。

春
の
上
京
茶
会
（
五
月
三
十
一
日
、
大
本
山
妙
顕
寺
）

　

雨
上
が
り
の
木
々
の
緑
が
「
光
琳
曲
水
の
庭
」
や
「
龍
華
飛
翔
の
庭
」

な
ど
の
庭
園
に
美
し
く
映
え
る
中
、
表
千
家
の
懸
釜
に
よ
る
二
席
の
お

茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
穏
や
か
な
初
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
（
七
月
二
十
六
日
、
西
京
極
）

　

上
京
区
民
一
三
〇
組
を
招
待
し
た
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．を
応
援
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
入
口
前
の
特
設
テ
ン
ト
で
は
、

日
赤
・
共
募
の
パ
ネ
ル
展
、
選
手
サ
イ
ン
入
り
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

が
当
た
る
抽
選
会
、上
京
区
の
主
要
産
業
品
の
一
つ
で
あ
る
「
西
陣
織
」

の
小
物
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
京
薪
能
（
九
月
十
八
日
、
白
峯
神
宮
）

　

四
十
五
回
目
と
な
る
今
回
は
、
第
一
部
で
、
各
社
中
に
よ
る
舞
囃
子
、

仕
舞
、
独
調
、
琴
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
火
入
れ
式
に
始
ま
る
第
二
部
で

は
、い
ち
ひ
め
雅
楽
会
舞
楽
「
延
喜
楽
」、宮
城
社
・
麻
ノ
会
琴
演
奏
「
和

風
楽
」、観
世
流
舞
囃
子「
融
」、大
蔵
流
狂
言「
水
掛
聟
」、金
剛
流
能「
花

月
」
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
か
が
り
火
が
ゆ
れ
る
中
、
幽
玄
の
世

界
を
堪
能
す
る
夕
べ
と
な
り
ま
し
た
。

上
京
区
民
ふ
れ
あ
い
文
化
大
学
「
や
さ
し
い
写
真
講
座―

上
京
の
秋
の
風
景
を
キ
レ
イ
に
撮
ろ
う
！
」

（
十
月
十
七
日
、
平
安
会
館
・
京
都
御
苑
）

　

上
手
に
写
真
を
撮
る
た
め
の
技
術
や
カ
メ
ラ
の
操
作
な
ど
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。引
き
続
い
て
、紅
葉
の
は
じ
ま
る
京
都
御
苑
内
を
散
策
し
な

が
ら
写
真
撮
影
を
行
い
、講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
京
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２
０
０
９
（
十
月
三
十
一
日
、
二
条
城
北
小
学
校
）

　

各
学
区
・
団
体
に
よ
る
飲
食
・
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
二
条
城
北
小
学
校
と
二
条
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
技
・

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
好
天
の
も
と
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
上
京
区

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
み
ぎ
ゅ
う
く
ん
」
が
登
場
し
、ま
た
、

「
上
京
の
お
ば
ん
ざ
い
」
を
紹
介
す
る
食
育
の
コ
ー
ナ
ー
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京

都
に
よ
る
会
場
か
ら
の
ラ
ジ
オ
生
中
継
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
上
京
茶
会
（
十
一
月
八
日
、
御
霊
神
社
）

　

秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
一
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、
裏
千
家
の
懸
釜
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
御
霊
神
社
は
、
そ
の
発
祥
を
平

安
遷
都
の
頃
に
遡
り
、
神
社
の
祭
礼
は
、
京
都
の
夏
祭
り
に
多
く
み
ら
れ

る
御
神
霊
を
お
祀
り
す
る
、
御
霊
会
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
敬
わ
れ
て
い
る
「
上
御
霊
さ
ん
」
で
、
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
い
た
だ
く
お
茶
は
、
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

上
京
区
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
老
舗
と
史
蹟
め
ぐ
り
）（
十
一
月
二
十
九
日
）

　

上
京
区
内
の
老
舗
と
史
蹟
を
歩
い
て
巡
り
な
が
ら
食
文
化
や
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上
京
区
を
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
っ
て
ゴ
ー

ル
の
二
条
城
を
目
指
し
ま
し
た
。

東
コ
ー
ス
…
上
御
霊
神
社
→
廬
山
寺
、
護
王
神
社
、
本
田
味
噌
、
澤
井
醤
油
本
店
、
堀
川

せ
せ
ら
ぎ
の
道
な
ど

中
コ
ー
ス
…
扇
町
天
神
公
園
→
表
千
家
、
裏
千
家
、
造
酢
林
孝
太
郎
の
店
、
織
成
館
な
ど

西
コ
ー
ス
…
千
本
閻
魔
堂
→
千
本
釈
迦
堂
、
北
野
天
満
宮
、
大
将
軍
八
神
社
、
佐
々
木
酒

造
な
ど



※
紙
面
の
関
係
で
、
一
部
の
事
業
を
載
せ
て
い
ま
せ
ん
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～
区
民
芸
術
作
品
展
〜

（
十
一
月
三
十
日
～
十
二
月
四
日
、
上
京
区
総
合
庁
舎
）

　

文
化
・
芸
術
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
区
民
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
洋
画
、
能
面
、
生
け
花
、
書
道
、
写
真

な
ど
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
よ
る
作
品
約
一
〇
〇

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

上
京
区
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
一
月
十
七
日
、
同
志
社
大
学
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
）

　

世
代
を
超
え
た
多
く
の
区
民
が
参
加
し
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
す
る

事
業
と
し
て
、
区
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
、
合
唱
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
十
五
組
の
出
演
者
に
よ
る
華
や
か

な
舞
台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
で
や
か
な
西
陣
織
の
着

物
を
着
用
し
た
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
同
志
社
の
学
生
た
ち
に
よ
る
着
物

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
京
区
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る　

上
京
区
一
三
〇
周
年
記
念
音
楽
会

（
二
月
二
十
八
日
、
京
都
こ
ど
も
文
化
会
館
）

　

上
京
区
の
音
楽
家
た
ち
が
奏
で
る
、
伝
統
と
文
化
の
薫
る

ま
ち
・
上
京
な
ら
で
は
の
音
楽
会
。
上
京
区
一
三
〇
周
年
記

念
委
嘱
作
品
「
華か

音の
ん

櫻お
う

來ら
い

」（
作
曲
・
櫛
田
胅
之
扶
氏
）
を

上
京
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
世
界
初
演
。
森
悠
子
さ
ん
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
樋
上
由
紀
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
上
京
コ
ー
ル
・

ア
ミ
（
コ
ー
ラ
ス
）、
上
京
中
学
校

吹
奏
楽
部
（
吹
奏
楽
）
の
皆
さ
ん
が

演
奏
。

撮
っ
て
お
き
上
京
！ 

～
私
の
選
ん
だ
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
～
（
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
）

　

区
内
の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
や
自
分
の
好
き
な
場
所
な
ど
、
上
京
区
に
息

吹
く
魅
力
や
地
域
へ
の
親
し
み
や
す
さ
が
伝
わ
る
写
真
を
募
集
し
ま
し

た
。
京
都
市
内
外
か
ら
二
百
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
等
十
八
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
審
査
委
員
長　

水
野
克
比
古
氏
）

初
代
上
京
区
役
所
跡
地
石
柱
の
設
置
（
三
月
七
日
、
中
立
売
通
小
川
角
）

　

明
治
十
二
年
三
月
十
四
日
、
郡
区
町
村
編
制
法
に
基
づ
き
京
都
府
上
京

区
が
誕
生
。
当
初
は
京
都
府
庁
内
に
区
役
所
が
仮
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
初

代
上
京
区
長
杉
浦
利
貞
氏
等
の
尽
力
に
よ
り
、
中
立
売
通
西
洞
院
西
入
に

敷
地
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
上
京
区
役
所
は
明
治
十
六
年
七
月
一
日
に

開
庁
し
、
昭
和
十
三
年
七
月
ま
で
こ
の
地
で
区
政
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
京
区
一
三
〇
周
年
記
念
式
典
（
三
月
七
日
、
同
志
社
大
学
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
）

　

一
三
〇
周
年
の
節
目
の
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
記
念
式
典

を
開
催
。
約
八
〇
〇
名
の
区
民
と
と
も
に
一
三
〇
周
年
を
祝
い
、

上
京
区
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
と

と
も
に
、
千
玄
室
氏
（
茶
道
裏
千
家
前
家
元
）
に
よ
る
記
念
講

演
（
テ
ー
マ
「
ま
ち
を
愛
す
る
心
」）
を
開
催
。

上
京
区
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
み
ぎ
ゅ
う
く
ん
」

　

上
京
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
み
ぎ
ゅ
う
く
ん
」
は
、
上
京
区
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
頭
に
つ
け
、
世
代
を
超
え
て
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
親
し
ま
れ
る
、
雅
（
み
や
び
）
で
愛
く
る
し
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。
牛
は
北
野
天
満
宮
に
も
ゆ
か
り
が
あ
り
、「
か

み
ぎ
ゅ
う
く
ん
」
は
上
京
区
と
牛
（
ぎ
ゅ
う
）
を
も
じ
っ
て

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
を
募
集
し
、

そ
の
中
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

上
京
区
区
旗
（
西
陣
織
）

　

群
馬
県
産
の
最
高
級
の
絹
糸
で
、
爪つ
め

掻か
き

本ほ
ん

綴つ
づ
れ

織お
り

の
技
法
を
用
い
て
、
西
陣

織
工
業
組
合
に
よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
旗
の
中
央
に
は
上
京
区
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

最優秀賞「木洩日」記念碑（石柱）設置予定地
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前
号
で
は
上
京
区
全
体
の
様
子
が

百
三
十
年
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
か
を
、古
地
図
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
京
都
御
苑

に
目
を
向
け
て
み
ま
す
。
京
都
御
苑
ほ

ど
大
規
模
に
が
ら
り
と
様
相
が
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
、
上
京
区
内
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
公
家
町
の
発
展

　

上
京
区
の
真
ん
中（
よ
り
は
少
し
東
）

に
大
き
な
空
間
を
占
め
て
い
る
の
が

京
都
御
苑
で
す
。
南
北
一
・
三
×
東
西

〇
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
民
公
園
で
、

そ
の
中
に
京
都
御
所
が
あ
る
の
は
ご
存

知
の
と
お
り
で
す
。
花
の
こ
ろ
は
さ
ら

な
り
、
夏
は
木
陰
の
涼
み
、
秋
は
錦
繍

と
呼
び
た
い
紅
葉
、
冬
は
寒
空
に
鳴
く

か
ら
す
の
声
に
も
風
情
が
あ
り
ま
す
。

　

京
都
御
苑
が
誕

生
し
た
の
は
、
上

京
区
誕
生
と
ほ
ぼ

同
時
期
、
明
治
十

一
年（
一
八
七
八
）

の
こ
と
で
す
。
た

だ
し
、
無
か
ら
誕

生
し
た
の
で
は
な

く
、
誕
生
以
前
の

歴
史
（
ち
ょ
っ
と

お
か
し
な
表
現
で

す
が
）
が
長
い
の

で
す
。
こ
の
歴
史

を
語
ら
ず
に
京
都

御
苑
を
語
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

京
都
御
苑
の
核

に
な
っ
て
い
る
の
が
京
都
御
所
で
す
。

江
戸
時
代
以
前
に
は
内
裏
と
か
禁
裏
と

か
禁
裏
御
所
と
呼
び
ま
し
た
。
京
都
御

所
と
い
う
の
は
新
し
い
呼
び
方
で
す
。

そ
の
ま
わ
り
に
公
家
の
邸
宅
が
並
ん
で

い
た
の
が
江
戸
時
代
の
姿
で
す
。
公
家

が
住
ん
で
い
た
の
で
公く

家げ

町ま
ち

と
呼
び
ま

す
が
、
九き
ゅ
う

門も
ん

の
内
と
か
御お

築つ
い

地じ

内な
い

と
い

う
呼
び
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
に
内
裏
が
落
ち
着
い
た

の
は
十
四
世
紀
中
頃
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
天
皇
の
母
方
の
実
家
を
内
裏
と

し
て
使
い
、
市
中
を
転
々
と
し
て
い

た
の
で
す
が
、
光こ
う

厳ご
ん

天
皇
が
元げ
ん

弘こ
う

元

年
（
一
三
三
一
）
に
東
洞
院
土
御
門

（
上
長
者
町
東
洞
院
）
の
邸
宅
で
即
位図 １ 　新改内裏之図（延宝 5 年）
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し
、
そ
れ
以
降
こ
の
地
が
土
御
門
御
所

と
呼
ば
れ
、内
裏
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
の
京
都
御
所
の
東
南
部
に
相
当
し

ま
す
。
信
長
や
秀
吉
や
家
康
は
、
こ
の

土
御
門
御
所
の
整
備
を
行
い
、
内
裏
の

ま
わ
り
に
公
家
邸
宅
が
集
ま
り
は
じ
め

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
内
裏
の
周
辺
に

公
家
の
邸
宅
が
ま
す
ま
す
集
中
し
ま
し

た
。
図
１
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）

に
出
版
さ
れ
た
「
新
改
内
裏
之
図
」
と

い
う
古
地
図
で
す
。
い
ま
の
京
都
御
苑

の
範
囲
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
範

囲
に
示
さ
れ
た
公
家
邸
宅
は
約
八
十

軒
。
京
都
御
苑
の
面
積
は
約
九
十
一
万

平
方
米
で
す
か
ら
、
単
純
に
計
算
し
て

一
軒
一
万
平
米
以
上
と
い
う
こ
と
、
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
内
裏
（
京
都
御
所
）

も
あ
れ
ば
仙
洞
御
所
も
あ
り
、
宮
家
も

あ
れ
ば
近
衛
さ
ん
や
一
条
さ
ん
の
よ
う

に
広
い
敷
地
も
あ
り
ま
す
。
実
際
の
公

家
邸
宅
は
、
も
っ
と
も
狭
い
と
こ
ろ
で

敷
地
面
積
千
平
米
く
ら
い
な
の
で
、
現

在
の
建
売
住
宅
よ
り
は
も
ち
ろ
ん
広
い

の
で
す
が
「
豪
邸
」
と
い
う
に
は
少
し

難
が
あ
り
ま
す
。

　

内
裏
や
公
家
邸
宅
の
ま
わ
り
は
決
し

て
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
商
人
は
お
得
意
先
の
お
公
家

さ
ん
を
訪
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、

観
光
客
も
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。
参

内
（
現
在
で
い
う
出
勤
）
す
る
公
家
の

行
列
を
拝
観
し
て
国
へ
の
み
や
げ
話
に

す
る
、
こ
ん
な
人
々
も
う
ろ
う
ろ
し
て

い
ま
し
た
。
図
２
は
「
拾し
ゅ
う

遺い

都み
や
こ

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

」
と
い
う
江
戸
時
代
中
頃
の
京
都
案

内
書
の
絵
で
す
。
観
光
客
が
ひ
ざ
ま
づ

い
て
公
家
の
参
内
を
拝
観
し
て
い
る
様

子
で
す
。
そ
の
横
に
は
お
茶
の
振
り
売

り
（
移
動
茶
店
）
で
あ
る
桧
垣
茶
屋
が

図 2 　拾遺都名所図会（江戸時代中頃）

図 3
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描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
彦
九
郎
が
三
条
大
橋
か
ら
禁
裏

（
京
都
御
所
）
の
方
を
な
が
め
、
破
れ

た
築
地
塀
の
す
き
ま
か
ら
見
え
る
と
も

し
び
に
、
朝
廷
の
衰
微
を
悲
し
ん
だ
と

い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
禁

裏
や
公
家
町
は
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
た
空
間
で
あ
り
、
築

地
塀
が
破
れ
た
ま
ま
放
っ
て
お
か
れ
る

こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
三
条
大
橋
か

ら
で
は
町
家
に
邪
魔
さ
れ
、
そ
れ
に
遠

す
ぎ
て
禁
裏
の
灯
火
が
見
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
３
は
幕
末
、元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
大
火
前
後
の
様
子
で
す
。
こ
の
頃

の
公
家
屋
敷
の
数
は
百
二
十
軒
く
ら

い
。
増
え
て
い
る
の
は
、
新
し
い
家
が

創
設
さ
れ
た
り
し
て
、
お
公
家
さ
ん
の

数
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ

の
中
を
坂
本
龍
馬
が
歩
い
て
い
た
、
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
に
な
る
と
天
皇
が
東
京
へ
移
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
華
族
に
な
っ
た
公
家

も
東
京
へ
去
り
、
空
き
家
に
な
っ
た
邸

宅
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
、
ち
ょ
っ
と
不

図 4

午前9時～12時
午後4時半～7時半

休診：土曜午後 , 木・日・祝
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気
味
な
光
景
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
京

都
の
中
心
に
広
い
空
閑
地
が
で
き
た
の

で
す
。

■
京
都
御
苑
の
誕
生

　

こ
の
空
間
を
利
用
し
て
明
治
の
は
じ

め
に
博
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
裏

や
仙
洞
御
所
で
は
宝
物
が
展
示
さ
れ
、

主
の
い
な
い
公
家
邸
宅
で
は
相
撲
や
壬

生
狂
言
や
舞
楽
の
興
行
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
図
４
は
そ
の
光
景
を
描
い
た
刷
り

物
で
す
。近
衛
家
の
跡
で
は
遠
眼
鏡（
望

遠
鏡
）
が
人
気
を
集
め
、
名
物
糸
桜
の

下
に
は
床
几
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
き
な
公
家
邸
宅
跡
は
ど
こ
も
人

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
図
に
は
ほ
か
に
上
京
の
名
所
が

二
つ
描
か
れ
て
い
ま
す
。
左
下
に
堀
川

中
立
売
の
中
立
売
橋
。
今
も
残
る
ア
ー

チ
型
石
橋
は
明
治
六
年
に
完
成
し
た
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
上
端
の
御
幸
橋
は

慶
応
三
年
に
架
け
ら
れ
た
荒
神
橋
で
す
。

　

博
覧
会
会
場
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
旧
公
家
町
は
い
ろ
い
ろ
な
用
途
に

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
図
５
は
明
治
十
二

年
に
出
版
さ
れ
た「
京
都
区
組
分
細
図
」

（
部
分
）
で
す
。「
画
学
校
」、「
觀
象
臺
」

（
気
象
台
）、「
博
覧
會
場
」
と
い
っ
た

文
字
が
見
え
ま
す
。
博
覧
会
場
と
い
う

の
は
恒
久
的
な
展
示
施
設
で
、
み
や
こ

め
っ
せ
の
前
身
だ
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
明
治
十
年
代
か
ら
、
こ
の

地
を
保
存
す
る

事
業
が
京
都
府

の
手
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
明

治
天
皇
の
意
志

を
受
け
た
か
ら

だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。明
治

天
皇
は
、御
自

分
の
御
陵
を
京

都
（
と
は
い
っ

て
も
桃
山
の
地

で
す
が
）
に
つ

く
る
こ
と
を
熱

望
し
、
生
ま
れ

育
っ
た
京
都
と

の
縁
を
大
切
に

考
え
て
い
ま
し

た
。

　

保
存
事
業
を
は
じ
め
る
に
当
た
り
、

ま
ず
保
存
す
る
範
囲
が
北
は
今
出
川

通
、
西
は
烏
丸
通
、
南
は
丸
太
町
通
、

東
は
寺
町
通
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
公
家
邸
宅
が
撤
去
さ
れ
、
外
廻
り
を

土
塁
と
石
垣
で
囲
み
、
樹
木
や
花
木
等

が
植
え
ら
れ
て
京
都
御
苑
の
基
礎
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
蛤
御
門
や
堺

町
御
門
な
ど
九
つ
の
門
は
、
江
戸
時
代

に
は
現
在
位
置
よ
り
内
側
（
京
都
御
所

の
方
）
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を

外
周
道
路
に
面
す
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り

現
在
の
位
置
に
移
動
さ
せ
て
い
ま
す
。

図 5 　京都区組分細図（部分）（明治 12 年）
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そ
し
て
、
明
治
十
一
年
に
「
御
苑
」
と

称
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
大
正
四
年
の
大
正
天

皇
即
位
大
礼
に
際
し
て
整
備
さ
れ
た
姿

が
、
現
在
の
京
都
御
苑
に
直
接
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
図
６
は
こ
の
即
位
大

礼
時
の
京
都
御
苑
の
図
で
す
。
朱
色
の

線
で
示
し
た
の
が
江
戸
時
代
末
の
公
家

町
の
家
並
で
す
。
京
都
で
即
位
礼
を
行

う
の
は
明
治
二
十
二
年
の「
皇
室
典
範
」

を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
が
、
後
知
恵
で

い
え
ば
即
位
大
礼
の
会
場
を
準
備
す
る

た
め
に
京
都
御
苑
を
つ
く
っ
た
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
京
都
市
歴
史
資
料
館　

伊
東
宗
裕
）

京
都
市
歴
史
資
料
館
で
は
平
成

二
十
二
年
三
月
七
日
（
日
）
ま
で
「
絵

図
に
見
る
京
都
御
苑
」
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
京
都
御
苑
の
歴
史
を
江

戸
時
代
の
古
地
図
で
示
す
企
画
で

す
。
こ
の
記
事
と
も
関
連
し
、
ど
う

ぞ
ご
一
覧
く
だ
さ
い
。

図 6
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横
山
竹
材
店
は
伊
助
氏
を
は
じ
め
息
子
の
富
男
氏
、
孫
の
裕
樹
氏

と
三
代
が
一
緒
に
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
伊
助
氏
は
、
慶
応

年
間
創
業
以
来
五
代
目
、
昨
年
は
京
都
府
伝
統
産
業
優
秀
技
術
者
表

彰
（
京
の
名
工
）
を
受
け
ら
れ
た
。

　

テ
レ
ビ
時
代
劇
「
水
戸
黄
門
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
代
々
の
黄
門
役
が

持
つ
杖
を
見
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
杖
を
作
り
続
け
て
き
た

の
が
横
山
竹
材
店
の
会
長
で
八
十
五
歳
の
横
山
伊
助
氏
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
の
体
形
に
合
わ
せ
て
、
西
京
区
の
大
原
野
の

竹
林
か
ら
亀
甲
竹
を
選
ん
で
作
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

作
品
は
代
々
の
黄
門
役
が
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
る
と
と
も
に
持
ち
帰
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
民
的
な
正
義
の
味
方
の
支
え
を
作
れ
た

の
は
竹
屋
の
誇
り
で
す
、
と
伊
助
氏
。

　

京
都
の
竹
工
芸
に
つ
い
て
伊
助
氏
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

京
都
は
良
質
の
竹
の
産
地
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
四
季
が
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
積
雪
も
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
育
に
も
適
し
て

い
る
環
境
で
あ
る
か
ら
だ
。
一
方
、
京
都
は
竹
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー



横　

山　

伊　

助

横
山
竹
材
店

上
京
区
油
小
路
通
下
長
者
町
上
る
亀
屋
町

─ 10 ── 11 ─

ク
が
発
達
し
て
い
る
。
竹
を
薮
で
切
る
、
そ
れ
を
製
品
に
す
る
、
数

寄
屋
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
加
工
す
る
。
ま
さ
に
京
都
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
が
密
接
に
関
わ
り
あ
う
シ
ス
テ
ム
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
そ

う
し
て
出
来
上
が
っ
た
製
品
が
数
寄
屋
に
使
わ
れ
、
そ
の
姿
を
見
る

の
が
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
と
感
じ
る
想
い
が
、
今
の
京
都
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
支
え
て
い
る
。
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
忠
実
に

守
っ
て
き
た
根
っ
か
ら
の
職
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
竹
だ
け

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
も
う
少
し
深
く
述
べ
て
み
る
と
、
竹
は
特

別
の
意
味
を
持
っ
て
き
た
。
生
活
文
化
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
わ
れ
、
宗
教
、
茶
道
具
類
、
壁
下
地
の
骨
組
、
竹た
け

垂だ
る

木き

、
壁
止
、

連れ
ん

子じ

窓
、
下
地
窓
に
添
え
ら
れ
る
力ち
か
ら

竹だ
け

、
ま
た
床
の
間
に
も
し
ば
し

ば
使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
加
工

す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
加
工
は
京
都
に
し
か
で
き
な
い
。

　

こ
の
一
文
で
、
伊
助
氏
の
思
い
は
す
べ
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
終
戦
を
迎
え
て
二
十
一
歳
で
家
業
に
就
か
れ
た
頃
は
建
材

と
し
て
の
竹
は
全
く
売
れ
ず
、
竹
を
切
っ
て
店
先
に
置
く
と
焚
物
に

買
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
と
思
い
東

京
へ
出
て
み
る
と
、
戦
災
復
興
の
た
め
に
竹
が
建
材
と
し
て
使
わ
れ

て
お
り
、
京
都
か
ら
全
国
に
竹
の
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
を
思
い
つ

か
れ
た
。
店
に
置
か
れ
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
一
つ
一
つ
の
製
品

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に
し
か
な
い
竹
の
加
工
技
術
を

求
め
る
注
文
に
応
じ
て
全
国
に
販
売
し
て
お
ら
れ
る
。
日
本
全
国
に

向
け
た
竹
工
芸
を
主
力
と
す
る
地
方
取
引
を
通
じ
て
伝
統
工
芸
を
売

る
の
だ
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

お
訪
ね
し
た
の
は
十
二
月
、
裏
千
家
の
茶
庭
に
納
め
る
製
品
製
作

の
真
最
中
で
あ
っ
た
。

京都・花灯路で使われる「京銘竹露地行灯」は
横山竹材店でつくられている。

裕樹 氏

富男 氏



上京の史蹟　その 20

新 町 通

お
お
じ 
こ
う
じ 

─ 12 ── 13 ─

新

町

通

新

町

通

　

新
町
通

−

考
え
て
み
れ
ば
京
都
に
し

て
は
不
思
議
な
通
り
名
で
す
。
ど
う
し

て
「
新
町
通
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も

と
も
と
こ
の
道
は
平
安
時
代
以
来
、
町ま
ち

尻じ
り

小こ
う

路じ

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
安

時
代
の
初
期
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）

に
修し
ゅ

理り

職し
き

と
い
う
役
所
が
令り
ょ
う
げ外
の
官
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
内
裏
の

宮
殿
な
ど
の
修
理
・
造
営
を
掌
つ
か
さ
どり
ま
し

た
。
そ
の
場
所
は
左
京
一
条
三
坊
三
〜

六
町
で
、
北
は
近
衛
大
路
（
出
水
通
）、

南
は
中
御
門
大
路

（
椹
木
町
通
）、
東

は
室
町
小
路
、
西

は
西
洞
院
大
路
で

囲
ま
れ
る
二
町
四

方
で
し
た
。
そ
の

一
廓か
く

を
修
理
職
町

と
い
い
、
真
中
を

通
る
道
を
町
小
路

と
い
い
ま
し
た
。

木
工
・
檜
皮
工
・

瓦
工
・
石
灰
工
な
ど
の
職
人
の
工
房
や

住
居
が
密
集
し
た
の
で
、
周
囲
の
公
家

の
大
邸
宅
と
区
別
し
て
「
町
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
南
北
に
抜
け
る
道

を
町
小
路
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
北
端
を
町
口
、
南
端
を
町
尻

と
い
い
、
さ
ら
に
南
へ
続
く
小
路
に
も

新
し
い
町
が
形
成
さ
れ
て
、
町
尻
小
路

の
名
が
で
き
、
や
が
て
新
町
通
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
新
町
通
は
紫
野
の
玄
以
通
か

ら
南
は
久
世
橋
通
に
至
る
九
キ
ロ
に
及

ぶ
長
い
通
り
で
、
中
京
区
か
ら
下
京
区

に
か
け
て
は
ほ
と
ん
ど
直
線
で
、
祇
園

祭
の
時
に
は
、
遠
く
か
ら
で
も
山
・
鉾

の
駒
形
提
灯
の
明
か
り
が
望
め
ま
す
。

し
か
し
上
京
区
内
の
新
町
通
は
非
常
に

複
雑
で
一
本
に
つ
な
が
ら
ず
、
東
へ
ず

れ
た
り
西
へ
ず
れ
た
り
し
て
整
然
と
し

た
街
路
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
昭
和
二
十
年
の
終
戦
直
前
に
強

制
疎
開
で
家
屋
を
立
ち
退
か
せ
た
跡
を

整
備
し
て
道
路
を
拡
張
し
て
一
本
に
つ

な
が
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

三
角
形
の
空
地
が
見
ら
れ
る
の
は
、
そ

の
名
残
り
で
す
。

　

も
と
も
と
の
新
町
通
は
鞍
馬
口
通
で

終
わ
り
、
そ
の
あ
た
り
を
新
町
頭が
し
らと
い

い
ま
し
た
。
そ
の
先
は
田
ん
ぼ
道
が
つ

づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
前
期
の
都

市
計
画
に
よ
り
周
囲
の
道
路
と
と
も
に

直
交
し
た
街
路
に
な
り
ま
し
た
。
東
側

に
は
擁よ
う

翠す
い

園え
ん

、
西
側
に
は
少
し
離
れ
て

妙
覚
寺
や
妙
顕
寺
が
あ
り
ま
す
。
擁
翠

園
は
京
都
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

で
し
た
。
廃
止
さ
れ
た
あ
と
庭
園
の
存

続
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
目
下
庭
園

を
生
か
し
た
施
設
が
建
て
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
擁
翠
園
は
刀
装
の
金
工
を
業

と
し
た
後
藤
長ち
ょ
う

乗じ
ょ
う

の
邸
跡
で
、
三
井
家

の
別
邸
と
な
り
郵
政
省
（
当
時
）
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
も
と
は
後
藤
氏
の

祖
先
の
領
地
で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に

北
条
氏
が
没
収
し
、
室
町
時
代
に
は
管

領
細
川
満
元
の
屋
敷
と
な
り
、
死
後
岩が
ん

栖す

院い
ん

と
い
う
寺
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

徳
川
家
康
か
ら
そ
の
旧
領
で
あ
っ
た
の

で
後
藤
長
乗
に
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

庭
は
池
泉
回
遊
式
で
、
満
元
が
足
利
義

満
の
北
山
第
の
余
材
で
造
営
し
た
と
伝

え
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
か
な
り
改
修

が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
上
京

区
内
の
名
園
の
一
つ
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
美
し
く
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

宝

慈

院

宝

慈

院

　

一
筋
東
の
衣
棚
通
寺
之
内
上
る
に

は
、
千
代
野
御
所
と
称
さ
れ
る
宝
慈
院

が
あ
り
ま
す
。非
公
開
の
尼
寺
で
す
が
、

狭
い
境
内
に
大
き
な
収
蔵
庫
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
は
そ
の
中
に
三
メ
ー

ト
ル
近
く
あ
る
丈
六
の
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
と
無む

外げ

如に
ょ

大だ
い

座
像
が
安
置
さ
れ
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て
い
る
の
で
す
。
無
外
如
大
は
宝
慈
院

を
開
創
し
た
尼
僧
で
、禅
尼
の
頂ち
ん

相ぞ
う（
禅

僧
の
肖
像
）
彫
刻
と
し
て
珍
し
い
作
品

で
、
没
年
の
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

前
後
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。
阿
弥
陀
如

来
坐
像
は
平
安
時
代
末
期
か
鎌
倉
時
代

初
期
に
造
顕
さ
れ
た
上じ
ょ
う

品ぼ
ん

上じ
ょ
う

生し
ょ
う

の
定じ
ょ
う

印い
ん

を
結
ぶ
藤
原
様
式
を
残
す
寄
木
造
の
仏

像
で
す
。
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
外
如
大
は
鎌
倉
幕
府
の
金
沢
実
時

の
子
、顕
時
に
嫁
し
た
女
性
で
出
家
後
、

弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
西
陣
に
景

愛
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。
応
仁
の
乱
で

罹
災
後
、
支
院
で
あ
っ
た
宝
慈
院
が
法

灯
を
受
け
継
ぎ
、
如
大
尼
の
幼
名
千
代

野
に
因
ん
で
千
代
野
御
所
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

光

照

院

光

照

院

　

こ
れ
も
尼
門
跡
の
一
つ
、
光
照
院
が

新
町
通
寺
之
内
下
る
に
あ
り
ま
す
。
後

伏
見
天
皇
の
皇
女
進ま
す

子こ

内
親
王
が
正
平

十
一
年
（
一
三
五
六
）
に
剃
髪
得
度
し

て
自じ

本ほ
ん

覚か
く

公こ
う

と
号
し
、
室
町
一
条
に
浄

台
禅
律
の
四
宗
兼
学
道
場
と
し
て
光
照

院
を
創
建
し
ま
す
が
、
応
仁
の
乱
で
罹

災
し
ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
地
の
持
明

院
の
跡
地
に
再
建
し
、
安
楽
光
院
と
称

し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
度
々

火
災
に
遭
い
、寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

に
は
光
格
天
皇
の
下
賜
金
で
復
興
さ

れ
、常と
き

盤わ

御
所
の
称
号
を
賜
わ
り
ま
す
。

　

現
在
の
本
堂（
宸
殿
）は
昭
和
四
十
三

年
に
古
建
築
を
活
用
し
て
造
営
さ
れ
た

も
の
で
、
本
尊
の
釈
迦
如
来
立
像
が
阿

弥
陀
如
来
坐
像
、
開
山
自
本
覚
尼
の
像

と
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
時
知
恩
寺

三
時
知
恩
寺

　

新
町
通
上
立
売
下
る
に
あ
る
三
時
知

恩
寺
は
、
入
江
御
所
と
称
さ
れ
る
尼
門

跡
で
す
。
い
か
に
も
尼
寺
の
佇
ま
い
を

伝
え
て
い
ま
す
。
南
北
朝
時
代
、
後
光

厳
天
皇
の
皇

女
見
子
内
親

王
が
崇
光
天

皇
の
御
所
で

あ
っ
た
入
江

殿
を
賜
わ
っ

て
住
ま
わ
れ

た
地
で
、
足

利
義
満
の

娘
、
覚が
く

窓そ
う

性せ
い

仙ざ
ん

を
開
基
と
し
て
知
恩
寺
が
成
立
し
ま

す
。
自
ら
は
二
世
と
な
り
、
代
々
皇
女

や
摂
関
家
の
息
女
が
法
脈
を
伝
え
ま
し

た
。

　

室
町
時
代
の
末
、
後
柏
原
天
皇
が
宮

中
で
六
時
の
勤
行
と
い
わ
れ
た
一
日
六

回
の
念
仏
が
昼
間
は
行
い
が
た
く
な

り
、
昼
間
の
三
時
（
三
回
）
の
勤
行
を

知
恩
寺
に
付
託
さ
れ
た
た
め
に
三
時
知

恩
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
建
物
は
天
明
の
大
火
後
、
宮
中

の
恭
礼
門
院
の
旧
殿
を
賜
わ
っ
て
再
建

① 宝 慈 院

② 光 照 院

③ 三 時 知 恩 寺
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し
た
も
の
で
、
本
堂
に
は
本
尊
阿
弥
陀

如
来
像
や
俊し
ゅ
ん

芿
じ
ょ
う

が
宋
か
ら
請
来
し
た
と

伝
え
る
善
導
大
師
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
近

衛
予
楽
院
画
像
は
重
要
文
化
財
、
狩
野

永
納
筆
の
花
鳥
図
屏
風
は
京
都
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
町
通
界
隈
の
尼
門
跡
は
い
ず
れ
も

厳
め
し
い
仏
堂
と
違
っ
て
住
宅
風
の
優

し
い
本
堂
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
宮
中

や
ゆ
か
り
の
御
殿
が
移
築
さ
れ
た
か
ら

で
し
ょ
う
。

旧
日
本
電
池
の
外
壁

旧
日
本
電
池
の
外
壁

　

今
出
川
通
か
ら
北
へ
突
き
当
た
っ
た

と
こ
ろ
は
同
志
社
大
学
の
新
町
校
地
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
最
近
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ

は
大
正
六
年
に
創
業
に
し
た
日
本
電
池

株
式
会
社
の
跡
地
な
の
で
す
。
島
津
製

作
所
が
大
正
元
年
か
ら
営
業
し
て
き
た

蓄
電
池
工
場
を
母
体
と
し
て
Ｇ
Ｓ
バ
ッ

テ
リ
ー
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
大
正

十
年
に
完
成
し
た
地
上
三
階
、
地
下
一

階
の
本
社
社
屋
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
伝
統
様
式
か
ら
脱
皮
し
た
セ
セ
ッ

シ
ョ
ン
式
の
外
壁
を
ま
と
い
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
暖
房
設
備
を
も
備
え
た
、

当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
建
物
で
し

た
。
昭
和
三
十
四
年
に
同
志
社
が
購
入

し
た
後
も
臨
光
館
と
命
名
し
、
増
築
・

改
修
を
加
え
な
が

ら
活
用
し
て
き
た

の
で
す
が
、
建
設

後
八
十
年
を
経
て

取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
三

階
正
面
の
外
壁
を

再
現
し
た
記
念
碑

が
平
成
十
七
年
に

建
て
ら
れ
、
当
時
の
社
屋
の
写
真
が
銘

板
と
し
て
嵌
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

霊
光
殿
天
満
宮

霊
光
殿
天
満
宮

　

今
出
川
通
か
ら
下
が
っ
た
西
側
に
霊

光
殿
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
。
社
伝
に
よ

れ
ば
、
平
安
時
代
の
寛
仁
二
年
（
一
〇

一
八
）
に
菅
公
六
世
の
孫
で
老お
い

松ま
つ
の

神か
み

と

い
わ
れ
た
菅
原
定
義
に
よ
っ
て
河
内
国

若
江
の
霊
跡
に
菅
原
道
真
を
祀
り
ま
し

た
。
こ
の
地
は
菅
公
が
太
宰
府
へ
左
遷

さ
れ
た
時
、
一
条
の
霊
光
が
天
か
ら

降
っ
た
と
い
う
霊
光
殿
の
地
で
、
天
満

宮
霊
地
十
ヶ
所
の
第
二
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
蒙

古
襲
来
の
時
、
祠
官
若
江
家
の
元
祖
で

あ
る
菅
原
在
公
が
異
国
降
伏
を
当
社
に

祈
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
天
下
無
敵
必

勝
利
運
」
の
勅
額
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

今
も
石
鳥
居
に
は
こ
の
文
言
を
記
し
た

額
が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
若

江
家
が
代
々
の
祠
官
を
つ
と
め
て
い
ま

し
た
が
、
応
仁
の
乱
に
遭
い
御
神
体
を

東
寺
に
遷
し
ま
す
。
や
が
て
江
戸
初
期

に
な
っ
て
後
水
尾
上
皇
の
院
宣
に
よ
り

若
江
家
が
再
興
さ
れ
、
塔
之
段
を
経
て

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
は
信
徒

の
願
望
に
よ
り
徳
大
寺
殿
町
の
現
社
地

に
移
転
し
ま
し
た
。
現
今
の
本
殿
は
明

治
五
年
に
近
衛
家
よ
り
鎮
守
社
旧
殿
を

拝
領
し
た
も
の
で
す
。

京
都
府
庁
界
隈

京
都
府
庁
界
隈

　

下
長
者
町
通
か
ら
南
は
京
都
府
庁
を

中
心
と
し
た
官
庁
街
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
広
大
な
敷
地
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）、
会
津
藩
主
松
平
容か
た

保も
り

が

京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
た
時
、
そ
の

役
邸
と
す
る
た
め
に
、
下
長
者
町
通

−

新
町
通

−

下
立
売
通

−

西
洞
院
通
に
囲

ま
れ
た
町
地
を
買
収
し
ま
し
た
。
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）、
大
政
奉
還
に
よ

り
京
都
所
司
代
と
町
奉
行
を
廃
し
、
京

都
裁
判
所
に
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
、
京
都
府
と
改
め
ら
れ
ま
す
。
明

治
十
八
年
に
京
都
府
庁
が
、
二
条
城
か

ら
今
の
地
に
移
転
し
て
来
ま
し
た
。

　

中
央
部
に
あ
る
旧
本
館
は
、
現
役

④ 旧日本電池記念碑

⑤ 霊光殿天満宮
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の
府
県
庁
舎
で
は
最
古
の
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
平
成
十
六
年
に
京
都
府

指
定
有
形
文
化
財
か
ら
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
七

年
に
京
都
府
技
師
の
松
室
重
光
と
一
井

九
平
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
ネ
オ
ル
ネ

サ
ン
ス
様
式
、
煉
瓦
造
二
階
建
一
部
地

下
室
付
で
建
築
面
積
二
八
二
二
・
四
平

方
メ
ー
ト
ル
、
屋
根
は
ス
レ
ー
ト
葺
に

な
っ
て
お
り
、
外
装
は
擬
石
モ
ル
タ
ル

塗
、
内
装
に
は
漆
喰
、
木
材
な
ど
が
多

分
に
使
用
さ
れ
、
品
格
の
あ
る
装
飾
が

全
体
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
中
庭
に

植
え
ら
れ
た
枝
垂
桜
は
窓
越
し
に
見
ら

れ
る
新
し
い
名
所
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

府
庁
の
構

内
に
は
も
う

一
つ
、
京
都

府
警
察
本
部

の
庁
舎
が
あ

り
ま
す
。
新

町
通
側
に
は

背
面
を
見
せ

て
い
ま
す

が
、
全
国
の
県
庁
や
警
察
庁
舎
な
ど
に

よ
く
似
た
建
物
を
見
か
け
ま
す
。
こ
れ

は
昭
和
前
期
に
内
務
省
が
そ
の
管
轄
下

に
あ
る
庁
舎
に
統
一
し
て
使
用
し
た
様

式
で
す
。
よ
く
テ
レ
ビ
の
刑
事
も
の
の

ド
ラ
マ
に
警
察
本
部
と
し
て
登
場
し
て

い
ま
す
。

　

丸
太
町
通
か
ら
南
は
中
京
区
に
な
り

ま
す
が
、
か
つ
て
は
京
都
の
経
済
の
中

心
と
い
っ
て
も
よ
い
程
繁
栄
し
た
地
域

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
新
町
通
に
祇
園

祭
の
山
・
鉾
が
多
い
こ
と
で
も
わ
か
る

で
し
ょ
う
。

（
出
雲
路
敬
直
）

丸
太
町
通

椹
木
町
通

下
立
売
通

中
立
売
通

今
出
川
通

上
立
売
通

寺
之
内
通

上
御
霊
前
通

鞍
馬
口
通

衣棚通

新町通

一
条
通

武
者
小
路
通

下
長
者
町
通

出
水
通

上
長
者
町
通 shinmachi dori

卍 

①
宝
慈
院

②
光
照
院 

卍

卍 

③
三
時
知
恩
寺

④
旧
日
本
電
池
跡 

∴

⑤
霊
光
殿
天
満
宮

⑥
京
都
府
庁⑦

京
都
府
警
察
本
部

∴ 
擁
翠
園

⑥ 京都府庁旧本館

⑦ 京都府警察本部



─ 16 ── 17 ─

黒
田
正
玄
家
の
竹
工
芸
（
下
）

　

十
三
代
の
当
代
は
昭
和
十
一
年
に
誕

生
、
幼
い
頃
か
ら
た
だ
一
人
の
跡
取
り

と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
成
長
す
る

と
と
も
に
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

が
分
か
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
一
時
は
逃

げ
出
し
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
世
界
を
見

て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
先

代
を
説
得
し
て
京
都
を
離
れ
て
東
京
の

早
稲
田
大
学
へ
進
学
し
て
政
治
の
道
に

入
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

四
畳
半
一
間
に
、
ト
イ
レ
は
共
同
、

風
呂
は
銭
湯
、
朝
と
夜
の
食
事
は
賄
付

と
い
う
下
宿
生
活
は
、
今
と
な
っ
て
は

貴
重
な
集
団
生
活
だ
っ
た
と
思
い
返
さ

こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
と
竹
箸
を
削
り
、
小
刀
が
自
分

の
思
う
よ
う
に
動
か
せ
る
よ
う
に
毎
日

修
業
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
小
刀
が
う

ま
く
扱
え
る
と
削
り
カ
ス
が
大
き
く
な

る
の
に
、
最
初
は
鰹
節
の
よ
う
な
細
か

い
も
の
ば
か
り
な
の
で
す
。
竹
箸
の
後

は
同
じ
く
節
の
な
い
楊よ
う

枝じ

、
少
し
難
し

い
菜さ
い

箸ば
し

や
両り
ょ
う

細ぼ
そ

（
竹
箸
の
両
端
を
細
く

削
り
扁
平
に
作
ら
れ
る
）、
天て
ん

節ぶ
し

（
竹

の
節
が
上
部
に
あ
る
）
な
ど
を
削
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

柄ひ

杓し
ゃ
く

は
一
番
主
要
で
す
が
、
も
と
も

と
釜
の
口
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
削
り
の
柄
杓
は
黒
田

れ
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
に
卒
業
し
て

も
就
職
は
困
難
で
、
な
か
な
か
進
む
道

も
決
め
ら
れ
ず
、
結
局
は
自
分
の
さ
だ

め
を
悟
り
、
家
業
を
継
ぐ
決
意
を
し
て

京
都
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

千
家
十
職
を
継
ぐ
先
代
の
大
西
浄
心
さ

ん
、
飛
来
一
閑
さ
ん
、
当
代
の
奥
村
吉

兵
衛
さ
ん
、
土
田
友
湖
さ
ん
の
五
人
が

揃
っ
て
表
千
家
の
先
代
即
中
斎
宗
匠
の

要
請
で
出
仕
し
、
昭
和
四
十
一
年
に
は

先
代
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
、
以
来
、
竹

工
芸
一
筋
に
精
進
を
つ
づ
け
て
来
ま
し

た
。

　

黒
田
家
は
竹
を
削
る
の
が
仕
事
で
す

か
ら
小
刀
が
よ
く
切
れ
る
よ
う
に
研
ぐ

竹
二
重
切
花
入　

庸
軒
在
判

吸江斎・大綱和尚両筆　富士画賛（正玄へ）
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家
の
仕
事
で
、
千
利
休
好
み
の
「
蓮れ
ん

華げ

指さ
し

形が
た

」
や
金
森
宗そ
う

和わ

好
み
の
「
宗
和
形
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
は
毎
年
十
一
月
頃
に
切
り
ま
す
。

ふ
た
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
て
油
抜
き
を
し

ま
す
。
竹
の
中
に
は
虫
が
卵
を
産
み
つ

け
て
い
ま
す
が
、
油
抜
き
の
折
の
炭
火

に
よ
っ
て
、
か
な
り
奥
ま
で
竹
を
暖

め
ま
す
か
ら
虫
を
殺
し
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
油
抜
き
を
し
た
竹
に
は
比

較
的
、
虫
が
入
り
に
く
い
の
で
す
。
そ

れ
を
四
年
ほ
ど
寝
か
せ
し
ま
す
。
一
年

目
は
ま
だ
竹
の
中
に
水
分
が
あ
り
ま
す

の
で
カ
ビ
が
生
え
る
も
の
が
出
て
き
ま

す
。
梅
雨
頃
に
カ
ビ
を
拭
き
取
る
作
業

を
続
け
て
様
子
を
見
、
虫
は
殺
虫
剤
で

駆
除
し
、
竹
を
干
す
時
は
逆
さ
に
し
ま

す
。
竹
は
水
分
を
上
へ
吸
い
上
げ
る
習

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
逆
に
利

用
し
て
水
分
を
下
ろ
す
の
で
す
。

　

私
共
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
道
具
を
作

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
竹
は
自

然
の
も
の
で
す
か
ら
本
来
持
っ
て
お
り

ま
す
素
朴
な
美
し
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
茶
の
湯
の
用
に
適
い
つ
つ
、
そ
の

美
し
さ
を
さ
ら
に
引
き
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
竹
の

個
性
の
見
極
め
や
、
そ
の
竹
が
持
つ
魅

力
を
引
き
出
す
た
め
の
洞
察
力
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

必
要
と
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
茶
道
具
の
製
作
に
向
け

て
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

京
・
上
御
霊
前
烏
丸
西

☎
〇
七
五
・
四
四
一
・
〇
六
一
〇
㈹

11 代正玄　石州好　竹水指棚

12 代正玄　即中斎好　ゴマ竹内銀　手桶水指



みんなで花を咲かそう活動
　

十
二
月
の
人
権
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
十
二
月
十
日
に
同
志
社
大
学
寒

梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
タ
レ
ン
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
〜
国
や
人
種
が
違
っ
て
も
〜
周
り
の
人
や
社
会
へ
の
思
い
や
り
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
文
化
の
違
い
を
、奈
良
・
京
都
・
山
形
な
ど
日

本
各
地
に
滞
在
し
た
ご
自
身
の
経
験
談

を
交
え
な
が
ら
、流
暢
な
山
形
弁
で
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

難
し
く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
の
「
人

権
」に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
で

お
話
し
い
た
だ
き
、
と
て
も
和
や
か
な
講

演
会
と
な
り
、
外
国
籍
市
民
等
の
方
々
と

お
互
い
に
理
解
し
合
う
た
め
の
接
し
方
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

みんなで花を咲かそう活動
　来庁者や道行く人々が季節を感じ、安らげる場をつくろうと、ボラン
ティアの皆さんが熱心な手入れを続けています。昨年１１月の一斉植
替え作業に続き、随時、季節の草花も植えられて、区役所玄関前に
彩りを添えています。
　皆さんのこうした取組は、草花に親しみながら楽しくまちの美化や
環境問題を考える機会にもつながっています。この活動に興味をお
持ちの方はお気軽に区役所まちづくり推進課までお問合せください。

区役所まちづくり推進課（電話４４１－５０４０）

「
講
演
の
つ
ど
い
」

～上京区役所玄関前を彩る花々～
上
京
区

人
権
月
間

■前号（37号・平成 21 年 8月 15 日発行）の訂正について
前号（37 号）2 ページ下段の文中「明治神宮絵画館（現・明治神宮宝物殿）」、並びに 3 ページに掲載の壁画 蔵所として「明
治神宮宝物殿」とありますのは、「聖徳記念絵画館」の誤りでした。お詫びして訂正します。

訂
正
と
お
詫
び
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上
京
区
の
伝
統
文
化
を
ま
る
ご
と
体
験
！！

～
千
年
の
都
の
文
化
を
体
感
し
よ
う
～

　

上
京
区
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
千
年
の
都
・
京
都
に
根
付
く
様
々
な
伝
統
文
化
を
体
感
し
て

も
ら
い
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
楽
器
に
触
れ
て
み
よ
う
（
琴
・
三
味
線
・
胡
弓
の
演
奏
体
験
）

（
七
月
二
十
六
日
、
京
都
當
道
会
会
館
）

講
師　

大
木
冨
志
氏
（
社
団
法
人　

京
都
當
道
会
・
大
師
範
）

 

能
楽
お
も
し
ろ
講
座
（
八
月
一
日
、
河
村
能
舞
台
）

講
師　

河
村
純
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

能
楽
普
及
協
会
理
事
）

香
道
入
門
と
匂
い
袋
作
り
体
験
（
八
月
四
日
、
山
田
松
香
木
店
）

講
師　

山
田
英
夫
氏
（
株
式
会
社　

山
田
松
香
木
店　

代
表
取
締
役
）

茶
の
湯
文
化
に
触
れ
る
（
座
禅
と
お
茶
の
体
験
）

（
八
月
八
日
、
大
徳
寺
瑞
峯
院
）

講
師　

前
田
昌
道
氏
（
大
徳
寺
瑞
峯
院
住
職
）

 

京
菓
子

－

人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の

−

（
和
菓
子
教
室
）

（
九
月
五
日
、
有
職
菓
子
御
調
進
所
老
松
）

講
師　

太
田　

達
氏
（
有
職
菓
子
御
調
進
所　

老
松　

当
主
）

上
京
区
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

表紙／京都御苑／小栗栖元徳宮司（御霊神社）提供

は
な
さ
と

京
都
・
四
条
花
見
小
路
通
下
ル
西
側
三
筋
目
角

電
話 

〇
七
五

｜

五
六
一

｜

三
三
一
一
（
代
表
）

◎
昼
の
膳

八
坂（
点
心
懐
石
）三
、一
五
〇
円

白
川（
ミ
ニ
懐
石
）四
、二
〇
〇
円

鴨
川（
懐
石
料
理
）五
、二
五
〇
円

◎
夜
の
膳

舞
妓
御
膳 ……

 

八
、四
〇
〇
円
よ
り

ハ
モ
懐
石（
夏
季
限
定
）一
〇
、五
〇
〇
円

（
各 

税
込 

サ
別
）
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上
京
・
史
蹟
と
文
化　

第
三
十
八
号　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日　

発
行　
上
京
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委
員
会　

編
集
・
主
管　

上
京
区
文
化
振
興
会
・
上
京
区
役
所　

印
刷　

和
光
印
刷
株
式
会
社

　上京区文化振興会は、昭和３３年に結成されて以来、「上京区内の伝統文化の継承と文化の育成強化を図り、文

化的な事業を通じ、教養の普及向上により明朗な文化生活の高揚に寄与すること」を目的として、様々な文化事

業の開催を通して上京区の文化の普及と啓発に努力してきました。

　昭和３０年代から５０年代にかけては、「古文化財鑑賞会」、「地域コーラス交歓音楽会」、「レコードコンサート」、

「能、狂言の夕べ」、「七夕祭鑑賞会・写真コンクール」、「民謡おどりの夕べ」などを開催し、上京区の文化の普及啓

発の牽引役として力を注いでまいりました。また一方では「民謡踊を習う会」、「きもの着付教室」、「人形教室」、「座

禅入門講座」といった文化教室を通じて区民の皆様の文化生活の向上につとめてきました。毎年開催している上

京茶会と上京薪能は、いずれも昭和４０年からはじまったものであり、以来４5年の長きにわたって上京区を代表

する文化事業として開催しています。

　また、上京の豊かな歴史と伝統に育まれた質の高い文化を身近に感じていただこうとの思いから、「上京史蹟

だより」を昭和５１年から平成３年までの間、年４回発行してきました。この冊子をより充実したものとして区民の

皆様にお届けしようと、本冊子「上京－史蹟と文化」が平成４年に誕生し、以来年２回発行しております。

　本号と前号は上京区１３０周年記念特別保存版です。これからも、皆様に親しんでいただける冊子となるよう努

力を重ねてまいります。

○「上京－史蹟と文化」の編集・発行
○春・秋の表千家・裏千家の懸釜による「上京茶会」
○能・狂言・琴・舞楽を野外で鑑賞していただく上京の秋の風物詩「上京薪能」
○自然や環境について考えていただくきっかけづくりとして、区役所の玄関を季節の花々
で飾る「みんなで花を咲かそう」活動

発足以来50年余、
これからも上京区の
文化振興に貢献します。

上京区文化振興会は

主な事業

S.46 上京区民茶会S.46 上京区民茶会 S.44 第5回上京区民薪能S.44 第5回上京区民薪能

H.21 上京茶会「みんなで花を咲かそう」活動H.21 上京薪能




